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第３０回 名古屋高速道路公社料金問題調査会

議 事 録 要 旨

１．日 時 平成１７年１０月２５日（火） 10:00～12:00

２．場 所 名古屋高速道路公社黒川ビル ２階大会議室

３．出 席 者

●名古屋高速道路公社料金問題調査会委員

奥野 信宏 中京大学大学院経済学研究科教授
おく の のぶひろ

河上 省吾 関西大学工学部教授
かわかみ しょうご

・名古屋大学名誉教授

木下 喜揚 社団法人中部経済連合会副会長待遇専務理事
きのした よしつぐ

佐々木千代子 なごや消費者団体連絡会会長
さ さ き ち よ こ

髙田 弘子 都市調査室代表
た か だ ひ ろ こ

松井 寛 名城大学理工学部教授
まつ い ひろし

・名古屋工業大学名誉教授

山田 基成 名古屋大学大学院経済研究科助教授
やま だ もとなり

山本 幸司 名古屋工業大学大学院工学研究科教授
やまもと こ う し

若松 利子 愛知消費者協会会長
わかまつ と し こ

（敬称略、五十音順）

４．会議内容

●第３０回料金問題調査会資料に基づき資料説明及び意見交換を行っ

た。
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５ 委員の主な意見
・ＥＴＣの料金は非常に分かりにくい、普通の利用者には理解が出来な
い。
わかりやすいよう広報に力を入れて、説明を尽くしてほしい。
・考えている割引は、公団と比較して低いのではないか。
首都・阪神の割引率より低いのは良くないので同等であるべき。
・インターネットを使いこなせない人にとっては申込等に手間がかか
る。

・割引のバランスを変えて評価議論するのは不可能である。
・ロードプライシングの割引は判るが原資をどうするか。
全員値下げすることもあり得る。
・割引は長期的見通しで、コスト縮減の努力をしてから、その枠で行う
べきではないか。

・首都、阪神との割引の違いについては、交通特性、財政状況の違いが
ある。
中京圏で、中日本高速道路（通勤割引 、名古屋高速（夜間割引）の）
割引は統一した方がよい。
都市部であるので通勤割引をせず夜間割引の方向へ。
・割引によって、潜在利用を掘り起こし、新たな利用増を図ることが大
きな視点。

・７５０円の料金値下げを今の時点ではすべきではない。
７５０円で４０年償還という条件の中で、将来収入増が確実に見込め
た場合に行うことではないか。
・ＥＴＣ弱者切り捨てでなく、コスト縮減を高めてＥＴＣ化を図り、優
遇策で促進すべき。
・ＥＴＣサービスの可能性として、どこかと提携してＥＴＣ優遇策を行
う可能性を検討してほしい。
・特定区間割引は、明確な根拠付けが必要。

・ＥＴＣ夜間割引について、２２時～０時までを２０％、１８時～２２
時までを１０％にすれば、名古屋の都市施設として都市活動の状況に
合致するのではないか。また、ＥＴＣ普及促進にも役立つ。
、 、 、 、・土 日割引は 土 日利用者のＥＴＣ搭載車が少ないと思われるので
これを実施することでＥＴＣの普及促進に役立つのではないか。
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・資料の作成方法を考えてほしい。
最初に、過去に遡るが、まず、何故ＥＴＣ導入か、そしてＥＴＣ料金
割引の目的、考え方を示してから ＥＴＣ割引の制度に移行したらど
うか。

・わかりやすい説明が必要、ＥＴＣを知っていない人へも判るように。
・日常使用していない利用者にとっては、土日割引はありがたい。
・割引制度による渋滞緩和の説明も必要。

・子供、若人は、ＥＴＣ制度、ＥＴＣ割引を敏感に感じている。
・若い人へのＰＲが必要。

・メリハリのある割引→例えば日曜日がＥＴＣ割引の利用が少ないので
あれば需要喚起のためにも半額割引などは出来ないか。
・夜間割引の１・２割引はあまり利用率は変わらない。もっと割引方法
を整理する必要がある。
・何年かごとに割引制度を整理して、半減割引の対象を変えるなどした
らどうか。１・２割引では変わらない。

・対距離制にするためにも出口ＥＴＣの整備をしてほしい。
・清洲線、東海線で終わりか、一宮線、小牧線などの延伸などまだネッ
トワークの必要がある。

。 （ ）・料金問題の議論はすれ違いが多い 公社は今受けている制約 定款等
の範囲でしか考えられない。道路会社、県、市等の経営主体によって
ＥＴＣの取扱いが違うのはいかがか、利用者は経営主体を考えていな
いネットワークとして意識し利用している。又、４０年の償還期限が
壁となっているこれを何とか出来ないか。

・頻度割引を減らして、土曜、日曜割引を多くしてほしい。

・ 割引の目的を明確にすること
・ 割引の財源枠を整理すること
・ 割引の公平性の説明
・ 全体の割引をわかりやすく説明すること


